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9 つの価値観を育む「ライフスキル教育」を子どもたちに届けよう
私たちは「Lions Quest ライフスキル教育プログラム」の
普及活動に取り組んでいます

FOCUS 2015~

理事長あいさつ

　2019 年末に中国・武漢から始まった新型コロナ

ウィルス感染の猛威は、たちまち世界中を包み込み、

その影響は欧米や中国をはじめ世界の経済発展を後

戻りさせ、国際社会の姿を将来にわたってどのように

変えることになるかが心配され、コロナ禍の前後で歴

史を分ける見方すら出ています。

　日本も企業の生産活動や人々の日々の交流、家庭

での当たり前の家族関係や幼稚園から小中高校、大

学にいたる大事な教育活動を長期間停止させる事態

となりました。このような「非常時」にあたって、い

つも一番大きなしわ寄せを受けるのが子どもをはじめ

社会の弱い立場にある人々であり、国でいえば格差

や貧困にあえぐ途上国であるということを、決して忘

れてはならないと思います。

　私たち青少年育成支援フォーラム（JIYD）は、全

国のライオンズクラブ、教育関係者の皆様とともに、

幼児から思春期にいたる子どもたちの人間力を育む

「ライフスキル教育」の普及を目指して活動してまいり

ました。「学校に行きたい」「友達に会いたい」といっ

た声が何か月にもわたり地域にあふれた今のような時

こそ、「ひとりの人間として積極的に生きる」「みんな

と共に学び、共に成長する」ことを促してきた私たち

の活動の経験や蓄積、各種の教材を活かして、この

間の学校生活の中断で生まれたひずみや心の空白を

補うことはできないだろうか、という思いを強くします。

　2019 年度の JIYD の活動報告が出来上がりまし

たので、皆様にお届けいたします。活動の全体像に

ついては本文をお読みいただきたいと思いますが、今

回とくに皆様にお伝えしたい地域活動や、JIYD が日

本財団と協力して取り組み始めた「子どもの貧困対策」

の一環としての「居場所づくり」の活動についてご紹

介したいと思います。

　その一つは、20 年前、JIYD と協力して日本での

「ライオンズクエスト」普及活動を最初に始めたライ

オンズクラブ 330 複合地区で、しばらく休止していた

活動が新たな一歩を踏み出した、といううれしいご報

告です。330-A 地区ライオンズクエスト小林伸光委

員長は、2018 年秋、全国の

説明員が集まって開催された

研修会や、2019 年 2 月に福

岡で開かれた第 3 回ライオン

ズクエストフォーラム全国大会

で、参加者たちが活動に抱く熱

い思いに触れたことが、改めてライフスキル教育の実

践に踏み出すエネルギーになったことを明らかにされ

ています。また、330 複合地区ガバナー協議会の中

山道則ライオンズクエスト委員は、町田市教育委員

会にライフスキル教育の導入を提案し、教師の意識

改革を目指してワークショップ開催の機会を得るにい

たった活動を報告されています。

　もう一つは、沖縄県宮古島市の田場秀樹教育研究

所長と宮古ライオンズクラブの新山広明さんによる、

宮古島市全域に「ライフスキル教育」を取り入れ、市

内の全教員を対象とするワークショップ開催まで進

んできた活動のご報告です。市の教育委員会から宮

古ライオンズクラブへの委託事業として年 2 回のワー

クショップを 5 か年計画で実施している取り組みは、

他の地域にとっても大いに参考になり、刺激ともなる

活動ではないかと思います。

　加えて今回は、JIYD が子どもの貧困対策の一環

として日本財団と提携して活動を広げている「子ども

の居場所」作りへの取り組みについて、JIYD の理事・

認定講師である北山先生にご報告いただいておりま

す。この活動は「学校外へのライフスキル教育の導

入」の実践でもあり、担当する自治体で居場所の指

導者を支援するため JIYD が開発した、見て分かる、

使い易い「ライフスキル学習資料集」をどう活用する

か、大事なポイントは何かのリポートです。

　私たちは今後も全国のライオンズクラブの皆様や

教育関係者、ご支援くださる皆様と共に、コロナ禍

を乗り越えた先に子どもたちにとっての明るい未来

が開けるような活動を展開したいと考えております。

皆様のより一層のご理解とご支援をお願い申し上げ

ます。

理事長
野村　彰男

2020 年 5 月吉日

多様な教育現場に
対応する運営方法づくり

実践者や協力者の
ネットワーク構築

普及活動の継続・拡大に
有効な情報公開や広報活動1  2  3  

教育現場のニーズや社会の実情に
あわせ、ワークショップやフォ
ローアップのさまざまな開催方法
を提案する

プログラムの実践者や支援者が
情報共有・意見交換する場を拡
大する

普及展開の例示や実践事例などの
広報ツールを定期的に提供する

子どもたちに

豊かな心と社会を生き抜く力を

身につけてほしい9つの価値観

ボランティア
健康的な
ライフ

スタイル

自己規律 責任感

勇気 正直

家族との絆 親切

自分や
他者に対する

敬意

（今、注力すること）

プログラムの継続的な実施を促進するために

*1999 年にライオンズクエストプログラムを日本に導入して以来、普及活動の基盤整備・全国拡大を経て、2010 年以降は「深化」を大きなテーマ
としてきました。2014 年度までの FOCUS（注力すること）として、授業実施率の向上、評価事業、教材開発の 3 点を掲げてきました。評価事業
では、2010 年から 3 年間をかけ、実践校でのプログラムの効果を測るプログラム評価が終了し、教材開発では、それまでの「思春期版」に加えて
2013 年 7 月には「小学生版」、2017 年 7 月には「幼稚園 / 保育所（園）版」を開発・導入しました。そして 2019 年 7 月から、2015 年にアメ
リカで導入された新しいライオンズクエストプログラムの日本語版を開発し電子版教材として導入しました。
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　沖縄県宮古島市では、市全域の教育に「ライフスキル教育」を取り入れる取り組みを始めて
います。また、地元地域で様 な々奉仕活動に取り組んでいるライオンズクラブが重要なプレー
ヤーを担っています。地域の教育力をパワーアップするために、市教育委員会とライオンズク
ラブのパートナーシップのもと、市内の全教員600名を対象とするライオンズクエストのワー
クショップ（研修会）開催が進められています。
　教育行政とライオンズクラブのそれぞれの立場で関わっておられるお二方から、取り組みを
始めた経緯や現在の取り組みのポイント、今後の展望などについてお聞きしました。

生徒の自主性・自己肯定感を育む為に、
全体で教師力アップ

　私は小学校教頭から行
政職を経て宮古島市立鏡
原中学校に2008年4月、
校長として着任しました。
本校では思春期真っ只中
の生徒、特に3年生は「部活をやらされている」「勉
強をやらされている」「学校に行かされている」「何も
かも親や先生にやらされている」のではないかと訴え
ていました。普段の授業や会話の中でもそうした態
度が見えました。「どうしたらその学校の雰囲気を変
えられるか」「何事にも積極的に参加させたい」「自
ら進んで学ぶ雰囲気をつくりたい」等、日々の対応
に追われながらも悩み続けてきました。
　そのような悩みの中、その年の11月に浦添市立
港川中学校が「ライオンズクエストライフスキル教
育プログラム」に取り組んでいるという情報を得て、
港川中学校の視察へ宮古ライオンズクラブのメン
バーと出かけました。2009年2月にワークショップ
の開催に向けて宮古ライオンズクラブと協議を進め
ました。そして、隣接する鏡原小学校と池間中学校、
西城中学校職員の参加同意を得て3月の3連休のう
ち2日間、WS受講費は全額個人負担で開催するこ
とができました。
　本校では2009年度（平成21年度）の教育課程に
ライフスキル教育を位置付けた計画を作成し、全校
体制で取り組みをスタートしました。ライフスキル
の授業は3人体制で教室に入る事としたことで、3
人の教師が役割分担のための話し合いをする様子
や共同体制で授業に臨む校内の体制・取り組みが
見えてきました。生徒に向き合う姿勢、生徒間での
話し合う姿など学校の雰囲気に変化が見られ、授
業中の態度、部活動への参加、学校行事や対外大
会練習等へ参加する姿勢が積極的になってきまし

た。保護者向けのセミナーに参加した保護者からは
「これを参考にして子どもと話をしたい」「参加して良
かった」等の声が聞こえました。
　その後も、ワークショップは平良中、久松中、南
小で開催されました。しかし、学校全体での取り組
みまでには至らず個々の教師の取り組みになってい
ました。そこで現在は、宮古島市全体での取り組み
になるように宮古島市教育委員会から宮古ライオン
ズクラブへの委託事業として年に2回開催し、これ
まで4回の開催で5校の小中学校の職員が受講して
います。この取り組みは5ヵ年計画として2年目を終
え、後3ヵ年で小中学校の全職員が受講できるよう
に進捗中です。
　市の予算化にあたって「教師力アップ、ライオン
ズクエストワークショップ」という名目を揚げました。
この中で先生方の指導のベクトルも明確にしなけ
ればなりません。また、ライオンズクエストの導入
意図は「子どもたちに自己肯定感を身につけさせた
い」という点にあります。自己肯定感が土台となって
より良い集団づくりが可能になり、学力向上に繋が
ります。肯定感が身についたかどうかは、全国学力
状況調査での、「自分は良いところがあるか」という
質問回答の数値によって、成果を確認したいと思っ
ています。

ライフスキル教育を地域の教育の基礎に!

〈普及活動事例・実践事例〉

沖縄県宮古島市の取り組み

宮古島市立
教育研究所　
所長　
田場　秀樹

これからのより良い社会の担い手を
育てていく使命を担う

　宮古ライオンズクラブで
は、青少年健全育成活動
として、①絵画コンクー
ル、②新春親子凧揚げ大
会、③少年野球大会、④

ヘアードネーション推進、そして⑤ライオンズクエス
ト（LQ）を行っています。各事業を通して、学校や
地域との交流を図っており、地域に密着した組織と
して活動しています。
　私がライオンズクラブに入会した動機の1つにも、
このような充実した青少年
健全育成活動がありました
が、中でも、ライフスキル
教育を学校の先生方に普及
するLQ事業は、自身のラ
イフワークとして取り組んで
いきたい奉仕活動の大きな
柱でした。
　10年前に始まった宮古島
市のLQ事業は、宮古島市
立教育研究所の田場先生
のご尽力により、現在では
市の予算も活用して5ヵ年
計画で島内小中学校全教
員がワークショップ（WS）を
受講する3年目に入っていま
す。私自身も、新規に県立

高校と私立幼稚園でのWS開催を実現し、幼小中
高全ての学年をカバーするに至っています。今後は
経済的に困難な子どもたちが主に利用する「子ども
の居場所」スタッフ向けのWS開催も提案していきた
いと考えています。
　WSの様子やアンケートから、参加された先生方
の意識の変化は読み取れます。一方で、実際の教
育現場でどこまでLQが活かされているのかは、あま
り把握できておらず、ライオンズとしては「やりっぱ
なし」になっていないかと反省させられる部分もあり
ます。
　そこで、子育て世代会員のWS参加を促し、WS
終了後も先生方とのつながりを持ち続けるよう心掛
けています。また、幼稚園でのWSには保護者にも
参加を呼びかけ、園と保護者の協力体制や家庭で
のライフスキル教育の推進を促しました。
　しかし、ライオンズとして、もっと主体的にライ
フスキル教育に関わることはできないか。教育は本
来、学校や保護者のみに任せるものではなく、特
にライフスキル教育は地域社会の中で、地域の大
人が様々な活動を通して実践していくべきものでは
ないか。そこで着目したのが「レオクラブ」。宮古ラ
イオンズクラブでは、WSに参加した若手ライオンを
中心に、この3月、国際協会の承認を得て「レオク
ラブ宮古島」を正式に結成しました。ライオンズの
奉仕活動やSDGsに基づいた学習を通して、ライフ
スキルを実践的に身につけてもらうことを目指して
います。
　地域の大人として、自身が歩んできた道のり、乗
り越えてきた困難、今この時代に起きている世界の
リアルを子どもたちと共有すること。そして、これ
からのより良い社会の担い手である「未来のライオ
ン」を育てていく使命を、我々は担っています。

ワークショップ受講者の感想

2日目の内容がアクティブラーニングであったが、教師であ
る私たちもアクティブラーニングをしていったと感じる内容で
あった。普段職員室で話している内容を文字に表したり、グ
ループ分けをしたりした事で、改めてライフスキルの重要性
を感じました。（30代・小学校教諭）

グループをかえ、役割をかえてワークショップをする中で、
色々な考えに触れることができ、多くの先生方と親しく話す
ことができました。他の研修にはない、笑いながらテーマか
ら広がって、学校、学級の実態等を話す機会があったこと、
本当に参加して良かったと思いました。（50代・小学校教諭）

これまでの知識や実践を新たに確認し、分かりやすく簡潔
にまとめていただきました。ライオンズクエストの存在は知っ
ていましたが、これほど分かりやすく実践的で倫理的な研修
会とは驚きでした。（40代・中学校教諭）

宮古
ライオンズクラブ
新山　広明
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　日本でのLions Questプログラムの普及活動は、
1999-2000年度に東京・神奈川・埼玉・山梨を含む
ライオンズクラブ国際協会330複合地区で始まりまし
た。330複合地区は日本へLions Questを導入するパ
イロット地区として、JIYDと協同して、教材開発、講
師養成、ワークショップ開催、パイロット実践校開発
といった普及活動の基盤を整備する事業を実施されま
した。
　2005年からは、ジョンソン・エンド・ジョンソン社
会貢献委員会（JJCC）よりのご支援も得ながら、東
京都内で数多くのワークショップを開催し、ワーク
ショップがまだ開催されていない全国各地の学校関
係者やライオンズクラブメンバーが参加し、地元地域
へ持ち帰る機会を提供しました。今日、普及活動が
全国的に広がっているのも、東京（330-A地区）をは
じめとする330複合地区内での普及活動があったか
らこそでした。
　その後、2011-2012年度以降、東京ではライ
オンズクラブによる普及活動が休止していましたが、
2018-2019年度に入り、普及活動が再開されました。
地区内のライオンズクラブメンバーの理解と普及活動
への参加を促すための説明会の開催、学校関係者に

紹介する広報活動、学校教員等を対象とするワーク
ショップの開催（2019年4月・江戸川区、2019年8月・
町田市教育委員会教員研修）など、活発な普及活動
が展開されています。
　そこで、本記事では、330-A地区内で精力的に普
及活動に取り組まれているライオンズクラブメンバー
のお二方に、普及活動に取り組む動機や活動に取り
組む中で感じたこと、今後の展望についてお聞きしま
した。

今こそ子どもたちに「生きる力」を
　 私たちの3 3 0 - A
地区では、ライオン
ズクエストの普及活
動が7年以上にわた
り行われていません
でした。私も青少年育成委員長として「いじめ防止
教室」を主な活動として進めていたのが現状でし
た。大きな転換点は、2018年秋に全国の説明員
が集まって開催された研修会でした。皆さんのクエ
ストに対するご理解の深さと情熱に驚嘆した一日で
した。さらに2019年2月に開催された福岡での第
3回ライオンズクエストフォーラム全国大会では、主
催の337地区の底力もさることながら、520名に及
ぶライオンズクラブメンバー並びに教育関係者の皆
さんの熱い思いがひしひしと伝わってきました。日
本各地でライオンズクエストの多彩な取り組みがさ
れ、愛情をもって展開されているのが本当によくわ
かりました。
　現代社会においては、核家族化・近所づきあいを
はじめとした地域社会との繋がりの希薄化が子ども
たちのライフスキルを身につける機会を激減させて
います。今こそ子どもたちにライオンズクエストを通
じて「生きる力」を身につけることが必要となってき
ていると確信しています。
　私たちの地区では、新たな一歩を踏み出したばか
りですが、着実に広がりを感じます。今後は説明員
の資格取得者を委員会内に増やし、また、メンバー
の認知度を高めるべく、セミナーの開催・例会訪問
によりクエストのPRをしていきたいと考えます。ラ
イオンズクエストフォーラム全国大会で識名議長よ
り頂きましたお言葉に「愛の反対は無関心!我々は無
関心であってはいけない。地域に戻って実践してほ
しい」とありましたように、自分たちのまわりから子
どもたちの学びを支援すべく活動して参ります。

〈普及活動事例〉

ライオンズクラブ国際協会330-A地区（東京）の取り組み
ライオンズクラブ国際協会
330-A地区
青少年健全育成・
レオ・ライオンズクエスト
委員長　小林　伸光

若手教師に未来を託すことを誇りに
　330複合地
区におけるライ
オンズクエスト
導入は、 まず
は目標である準
地区への委員会創設に向けて、長年にわたり教育現
場を推察し討議を重ねながら、330複合地区・C地区・
青少年育成支援フォーラム（JIYD）の協力のもとに始ま
りました。
　その後A地区ライオンズクエスト委員会と連携しな
がら、町田市教育委員会にライフスキル教育の導入を
提案しました。社会問題になっている「いじめ問題」に
ついて、学校・学級経営・教師の指導体制に不備な点
がないか、子どもたちや保護者のニーズをもとに、現
実を直視し、教師の意識改革をすることが不可決であ
るとお伝えし、ご検討頂いた結果、ワークショップ開
催の機会を得たのです。
　2019年8月19日にワークショップ基本編が開催さ
れ、118名（小学校グループ78名・中学校グループ40
名）が参加しました。参加した若手教師の学びに対す
る意欲的な態度・希望にあふれた真剣な眼差しに新鮮
な意気込みを感じるとともに、学校生活をより活性化
させ明るく楽しい教室に変わることを信じ、未来を拓
すことを誇りに思いました。これは今回のライオンズク
エスト導入に導いていただいた先駆者の方々、歴代ガ
バナーのご尽力のお陰であり、謝意を表するものです。
　今後は、若手教師がこれからの次世代を担う子ども
たちへ、実り多い人生の基礎となるライフスキル教育
が喜びを与えていくことを強く感じました。教師がワー
クショップに参加し、ライフスキル教育をベースとした
教育を実践するためのフォローアップに協力するべく、
①各学校にセミナー開催を依頼、②参観日に保護者
と交流、③校長会への出席、④学校全教師にライフ
スキル研修会開催の依頼、等を進めていきたいと思い
ます。

ワークショップ受講者の感想
（ワークショップアンケートより抜粋）

ライオンズクラブ国際協会330複合
地区ガバナー協議会
青少年・レオ・ライオンズクエスト委員
東京町田クレインライオンズクラブ
ライオンズクエストプログラム説明員
中山　道則

参加者主体の活動であったため、楽しく研修を受けること
ができました。授業も同じことだが、能動的に活動するこ
とで学びを実感できると感じました。多くの人の考えを聞き、
自分では考えつかなかったものがたくさんありました。自分も
学校現場で実践していきたいと思います。

安全で安心な学級を築くために、まず教師自身がどのよう
な学校にしていきたいか、そのためにどのような取り組みが
必要なのか考え、実践していくことが大切であると学びまし
た。また、自分自身が学校の子どもにどのような能力を身
に付けさせたいか、目標を持ち指導にあたることが大切だと
考えました。

それぞれの活動には意味が様々あることを理解しました。
学校で実践する際には、活動の意図や児童にどのような力
が身に付いてほしいのかを明確にして行いたいです。

ワークショップは我々が主体的に考え行動することで作られ
ていくように感じました。ライフスキルは名前の通り、人が
生きていく上で必要な技能であると思います。生きていくこ
とで自然と身に付くものであるかもしれないが、一度立ち止
まって理論を学ぶことはとても意義のあるものでした。
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さまざまな場で使えるライフスキル学習資料集の開発
　もっと気軽に、もっと楽しくライフスキルを学んだり使ったりしてほしい。そんな願いをか
なえる一冊をつくりました。こうだったらいいのにな、こんなところを伸ばしたいな、と思って
いることを実現するきっかけになると思います。また、ちょっとした活動の積み重ねが、「ひと
りで生きる力」・「みんなと生きる力」になると感じています。この資料を作るに至った経緯と、
資料への思いを認定講師・北山先生にうかがいました。

ライオンズクエスト認定講師　　北山　敏和

ソフトスキル/ライフスキルを
もっと多くの人に

　人生にとって大事な能力のうち、学校の成績のよ
うな数値で表すことができる能力を ｢ハードスキル」、
数値で表すことができない能力を ｢ソフトスキル/ラ
イフスキル」と言います。学校にいる間は ｢ハードス
キル」が注目されますが、社会に出ると、｢ソフトス
キル」の方がはるかに求められる割合が高くなりま
す。自分らしさを大切にし、多くの人と関わり、自
分の力を発揮するためには、“学校の成績”だけで
は、どうにもならないからです。だから、ソフトスキ
ル/ライフスキルは、特別な人、限られた人が学べ
るのではなく、老若男女を問わず、だれでも気軽に、
楽しく学べることが理想です。

みんなにとって使いやすいもの
　これまで、私たちは学校で子どもたちにライフス
キルを教えてもらえるよう、主として先生方を対象
に教材を準備し、ワークショップを開いてきました。
参加してくれた先生方には喜んでいただき、ライフ
スキルの授業を、系統的に受けられる子どもたちも
ずいぶん増えてきたと思います。でも、時々、普及
活動をしてくれるライオンズクラブメンバーや、先生
以外の参加者から、こんな声を聞きます。
　「うちの社員にもライフスキルを学んでほしいの
だけど、それに使えるようなものはないの?」
　「ボランティアで、子どもたちの野外活動の指導
をしているときに、使えるネタはないですか?」
　「うちの子どもを見ていて、心配なことがいっぱ
い。親が家庭で教えられるようなものがほしいので
すが。」
　そして、学校の先生からも、「私は特別支援学級
を担当しているので、ライオンズクエストの指導案
は長すぎます。もう少し、短い時間で、楽しく指導
できるものを作ってください。」

日本財団とのコラボレーションから

　こんな時、子どもの貧困対策として、全国で100
カ所の“第三の居場所”の開設を計画している日本
財団から、夕食を提供すること、宿題をみること
以外に、子どもたちが本当の意味で自立できるよう、
居場所で非認知能力（ソフトスキル/ライフスキル）
を教えたいのだか…という問い合わせがありました。
そして、話がトントン拍子に進み、居場所の指導者
の支援と、子どもたちへの非認知能力の指導に全
面的に協力することになったのです。
　私たちが、すでに開設されている居場所を訪ねて
最初にしたことは、居場所の指導者と課題を共有

することでした。通所してくる子どもたちを見て気が
かりなこと、また指導者として、自分自身にもっと
付けたい力をテーマに話し合い、明らかになったこ
とは、ソフトスキル/ライフスキルの重要性です。ま
さに、日本財団の判断が、的を得ていたことを証明
することになりました。

見てわかる資料集
　では、ソフトスキル/ライフスキルの指導ノウハウ
を提供する側として、具体的に何ができるかという
話の中から出てきたのが、読んで分かる資料集では
なく、見て分かる資料集の作成です。この発想の
ベースになったのは、もちろん、ずっと応えられて
いなかったライオンズメンバーや先生以外の参加者
からの声です。授業としてではなく、ちょっとした
時間に、少人数でも楽しく学べるスキルの教え方…、
そのイメージが明確になりました

ひとりで生きる力とみんなと生きる力
　資料集のタイトルを『ライフスキルで育てる　ひ
とりで生きる力！　みんなと生きる力！』と名付けま
した。1つのテーマは見開き2ページで、たくさんの
イラストを入れ、文字をできるだけ少なくしています。
手軽に使えるようA4よりひと回り小さいB5サイズ
で、1巻に10のテーマを収録し、とりあえず3巻ま
で作る予定です。
　お手元に届いたら、イラストを目で追いながら、

さらっと読んでみてください。そして、“自分が学ぶ”
つもりで、流れに沿って学習の場面を想像してくだ
さい。指導者も入れて2〜3人の少人数から、ちょっ
とした準備物だけでできるものばかりです。
　その後で、子どもたちのようすを思い浮かべてく
ださい。「この子には、もっと自分の気持ちを話せ
る力をつけてあげたい」、｢あの子には、友だちに優
しい言葉づかいができるようになってほしい」、「子
どもたちに、ルールを守った上で、自由に活動して
ほしい」…。きっとこのような気持ちが湧いてくると
思います。各テーマのページには、｢笑顔があふれ
るゲーム」のタイトルで、2〜3人から遊べる楽しい
ゲームも紹介しています。ひょっとしたら、ゲームだ
けやっても意外な効果があるかもしれません。子ど
もたちの課題の中には、ひとつひとつ全部取り組
まなくても、笑顔があふれる関係になれば、自然に
解決するものもあるからです。もちろん、大人を対
象にすることも可能です。基本的にワークショップ
に参加しなくても指導できますが、興味がわいたら、
参加するのも楽しいと思います。

第１巻に掲載しているスキル
1 みんなで考え、みんなで守るルールを作る
2 よく聞いて適切な行動をする
3 トラブルを解決する
4 他の人を理解し、称える
5 相手を尊重して気持ちを伝える
6 ｢ノー｣ の気持ちを伝える
7 考えて､ 相談して、
　 ｢けってい」する
8 考えて､ 予想して､ 選ぶ
9 考え方と感情を
　 コントロールする
10 4つのステップで
　 目標を立てる

おわりに
　「経済格差と学力格差の克服にはソフトスキル/
ライフスキルを学ぶことが効果的だ」という研究報
告があります。当たり前のことですが、次の時代を
支えるのは今の子どもたち、若者です。この冊子が、
さまざまな場所で、ソフトスキル/ライフスキルの学
習の一助になれば幸いです。

〈普及活動事例〉

学校外への「ライフスキル教育」の導入 1
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2019年度事業報告 1

①新しいワークショップ形式の導入、
　開催数は104回

　ライオンズクエストプログラムのワークショップは、
プログラムの理念や指導方法について、体験的に
学習する研修会です。従来の2日間で行うことを標
準とした形式を刷新し、2019年7月から1日での開
催を基準とした新しい形式を導入しました。

形式名称 日数 内容

基本編 1日 ライオンズクエストプログラムのワークショッ
プに初めて参加する人を対象とした、プロ
グラムを使用して授業を行うために必須の
研修

実践編 1日 「基本編」の修了者や従来のワークショッ
プ修了者を対象とした、プログラムの実践
をさらに深めるための研修

基本編+
実践編

2日 「基本編」と「実践編」を連続して開催する
研修（従来の2日間ワークショップと同等の
研修）

　2019年度のワークショップ開催数は104回、の
べ2,411名が参加（修了）しました。これらの多くが、
ライオンズクラブのご支援により、県・市区町村の
教育委員会・学校と連携して開催されました。

■2019年度ワークショップ開催実績

②地域・学校の課題・ニーズに
　合わせた普及活動

　多くのワークショップで、開催地の主催者（学校・
教育委員会、ライオンズクラブ）から、研修テーマ
の要望を聞き取り、研修内容に反映することができ
ました。その効果として、ワークショップ終了時の
参加者アンケートでは、修了者の大半から「教育現
場や日常のニーズに対応するヒントが得られた」と
の回答を得られました。要望の多かった研修テーマ
は、「コミュニケーション能力」、「学級（学習）集団づ
くり」、「教師の指導スキルの向上」などでした。

■研修テーマ

2019年度ワークショップ修了者

▲  

校種別には、小学校教員が45%と最も多く、次
いで32%が中学校教員、幼稚園・保育園の教諭
や保育士が12%となっています。▲  

年齢別には、若い順に多く、45%が20代、30
代は20%、次いで40代は14%となっています。

小学校
45.1%

20代
45.2%

30代
20.5%

40代
14.2%

50代
11.4%

10代0.3%
無回答4.2%60代以上

4.2%

中学校
32.3%

高校
3.5%

特別支援学校0.3%
大学1.7%

幼稚園/保育園
11.9%

教育委員会0.7% ライオンズクラブ2.8%

無回答0.2%
その他1.4%

n=2298

コミュニケーション能力
学習集団づくり

教師の指導スキルの向上
アクティブラーニング

対人関係能力
地域との連携

「道徳」や「特別活動」の充実
自己コントロール能力
子ども達の社会参画
教師間の協力・協働

学級経営
保護者会運営

学校と保護者・地域の連携
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形式
開催数 修了者数

1〜6月 7〜12月 1〜6月 7〜12月

1日 7 - 147 -

2日 8 - 186 -

大学授業（※） 1 - 19 -

基本編（1日） - 34 - 817

基本編+実践編
（2日）

- 51 - 1,168

実践編（1日） - 3 - 74

合　計 104 2,411

（※京都教育大学の「ライフスキル教育」授業）

日本財団「第三の居場所」への協力
　公益財団法人日本財団では、子どもの貧困対策として、生活困窮家庭の子ど
もたちの自立する力を育むための居場所づくりに取り組まれています。日本財団が
設置する居場所は「第三の居場所」と呼ばれ、行政や民間支援団体とのパートナー
シップにより、全国100ヵ所への設置が進められています。「第三の居場所」では、
主に小学校1年生から3年生を対象に、放課後から夜までの時間、子どもたちが、
学習や温かい食事、正しい生活習慣を身に付けるためのサポートを受けながら、
友だちと大人のスタッフと一緒に安心・安全に過ごすことができる居場所を提供され
ています。
　青少年育成支援フォーラム（JIYD）では、2017年より、「第三の居場所」へのライ
フスキル教育の導入に協力しています。居場所に通う子どもが、自分自身や他者と
の関わりに関係するさまざまなスキル（非認知能力/ソフトスキル/ライフスキル）を身
に付けながら、自立する力を育むための介入プログラムを導入する取り組みです。
これまでに計5ヵ所の居場所への導入をサポートしました。2020年度は、新たに
8ヵ所への導入をサポートする計画です。

私たちのサポート
　居場所へライフスキル教育を導入するために、
JIYDはライフスキル教育の専門講師を派遣して、
以下のサポートを実施しています。

1ライフスキル教育プログラムを導入するための
　スタッフ研修

課題を明らかにする
居場所の子どもたちに伸ばしてほしい力やスタッフ自身
が伸ばしたい指導スキルについて、講師がファシリテー
ターとなり、スタッフの皆さんと話し合い、確認します。

体験・練習する
子どもたちに実施するスキル学習を紹介し、スタッ
フの皆さんが体験し、実施できるように練習します。

計画を立てる
今後の子どもたちへのスキル学習の実施計画を検
討します。

2 居場所のスタッフが子どもたちに
　スキル学習を実施する際のサポート

練習する
講師の指導のもと、その日に子どもたちに実施する
スキル学習をスタッフの皆さんと練習します。

やってみる
スタッフの皆さんと講師が一緒に子どもたちにスキ
ル学習を実施します（チームティーチング）。

ふり返る
スキル学習の実施後に、実施を振り返り、次回の
実施について検討します。

3 一定期間の実践後の課題解決・指導スキル
　アップのためのフォローアップスタッフ研修

ふり返る
講師がファシリテーターとなり、一定期間（3カ月や
半年間など）の実践を振り返り、実践する上での課
題や必要な指導スキルを確認します。

計画を立てる
確認した課題や指導スキルについてのスタッフ研修
を行います。

学校外への「ライフスキル教育」の導入 2

日本財団による子どもの貧困対策の取り組みについては、同財団のホームページをご覧ください。
https://www.nippon-foundation.or.jp/what/projects/ending_child_poverty

（※2019年7-8月（夏期）開催分対象）
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2019年度決算報告 1

科　目 当期分 前期分 差　異

《Ⅰ資産の部》

　【流動資産】

　　現金・預金

　　　一般口

　　　立替資金口　※1

　　貯蔵品

　　前払費用

　　未収入金

流動資産合計

　【固定資産】

　　什器備品

　　ソフトウェア　※2

　　敷金

　　ライフスキル教育普及事業積立預金 　※3

固定資産合計

資産の部  合計

《Ⅱ負債の部》

　【流動負債】

　　未払金

　　前受助成金 　※4

　　預り金

　　未払消費税

流動負債合計

《Ⅲ正味財産の部》

　前期繰越正味財産額

　当期正味財産増減額

正味財産の部  合計

912,609 1,454,526 △ 541,917

26,312,863 24,378,367 1,934,496

6,305,722 4,909,250 1,396,472

1,263,614 855,719 407,895

17,311,337 23,111,250 △ 5,799,913

52,106,145 54,709,112 △ 2,602,967

3 3 0

7,354,152 0 7,354,152

300,000 300,000 0

10,000,000 17,000,000 △ 7,000,000

17,654,155 17,300,003 354,152

69,760,300 72,009,115 △ 2,248,815

2,087,201 1,734,612 352,589

4,732,000 1,162,409 3,569,591

262,256 141,815 120,441

97,200 332,600 △ 235,400

7,178,657 3,371,436 3,807,221

68,637,679 72,083,461 △ 3,445,782

△ 6,056,036 △ 3,445,782 △ 2,610,254

62,581,643 68,637,679 △ 6,056,036

負債及び正味財産の部  合計 69,760,300 72,009,115 △ 2,248,815

※1.ライフスキル事業の運転資金です。
※2.ワークショップ受講者向けポータルサイト・電子版教材配信システムです。
※3.ライフスキル事業に於ける中・長期積立金で、教材開発など予想される不随事業への充当、および長期に渡る活動の維持を目的としています。
※4.公益財団法人日本財団、公益財団法人森村豊明会からの助成金のうち、未使用助成金です。

貸借対照表 2019年12月31日現在

2019年度事業報告 2

③電子版新教材の導入
　2015年にアメリカで導入された新しいライオン
ズクエストプログラムの日本語版を開発し、新たに
2019年7月から電子版教材として導入しました。
　特徴として、未就学児から中学生まで発達段階
に合わせた9段階の教材が用意されており、学校・
家庭・地域が連携する内容や資料が充実しています。
授業案からワークシートまで、さまざまな課題・ニー
ズに合わせて、アレンジ可能です。また、9段階の
学年（巻）を縦断して、系統的に発展する単元構成
となっており、各段階の指導書には6単元・36の授
業展開が収録されています。

④認定講師養成
　ワークショップ開催時期の集中化や開催形式の
多様化（新しい形式の導入、課題・ニーズに合わせ
た内容、対象の拡大）などへの対応のため、ライオ
ンズクエスト認定講師の増員を進めています。
　講師候補者の公募を開始し、講師候補者選考
委員会による応募者の書類選考、面接選考を経
て、5名の候補者を選考しました。2019年7月から
は、上級認定講師の指導による養成課程を開始し
ました。養成課程は、全国各地のワークショップ主
催者や参加者皆様のご協力をいただき、実際のワー
クショップ開催の機会を利用して実施されています。
5名の候補者は、それぞれ北海道・茨城県・東京都・
大阪府・福岡県と全国様々な地域から集まっており、
その職業や所属もライオンズクラブメンバー・大学教
員・小学校校長・小学校教頭・元中学校校長とバラ
エティに富んでいます。
　なお、今回の認定講師養成には、公益財団法人
日本財団より費用の一部をご支援いただいています。

⑤ライオンズクエスト説明員は
　全国に81名

　ライオンズクエスト説明員は、ライオンズクラブ
の推薦を受けたライオンズメンバーなどで、JIYDの
講習を受けてプログラムの説明・模擬授業を含めた
セミナーを実施できるようになった方です。
　地域の学校や教育委員会を訪問して説明やセミ
ナーを開催したり、ライオンズクラブの例会や会合
でプログラムを紹介する活動をしています。2019年
は14名の説明員を養成しました。

　電子版教材は順次、ワークショップ受講者向け
ポータルサイト「LQ-Port」に公開され、利用可能と
なっています。なお、この電子版新教材の配信シス
テムの開発費用の一部は、公益財団法人日本財団
ならびに公益財団法人森村豊明会よりご支援いた
だいています。
　また、新しいワークショップ開催形式と電子版新

教材の導入に合わせて、「ワークショップハンドブッ
ク」も2019年7月から改訂しました。

単元名 主な収録スキル・内容

単元1
明るく意欲的な学習集団

集団づくり、ルールづくり、グルー
プ活動

単元2
個人的発達

自信、責任、目標設定、感情のコ
ントロール

単元3
社会的発達

問題解決、友人関係、いじめ

単元4
健康と病気の予防

健康習慣、薬物問題、プレッ
シャーへの対処

単元5
リーダーシップと奉仕活動

奉仕活動の計画から実行まで

単元6
ふり返りとまとめ

賞賛、ふり返り
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（単位 : 円）

科　目 当期分 前期分 差　異

《Ⅰ経常収益》

【受取会費】

　　正会員受取会費

  受取会費計

【受取寄付金】

　　使途指定寄付金

　　一般寄付金

  受取寄付金計

【受取助成金-ライフスキル教育普及事業】 

　　ライオンズクラブ国際財団　※1

　　日本財団

　　その他

   受取助成金-ライフスキル教育普及事業計

【事業収益-ライフスキル教育普及事業】

　　ワークショップ参加費収益

　　日本財団

　　その他:体験会謝礼等

　事業収益-ライフスキル教育普及事業計

【その他収益】

　　受取利息

　　雑収入

　　　ワークショップキャンセル料

　　　書籍売上

　　　その他

   その他収益計

経常収益計

《Ⅱ経常費用》

　【事業費】

　（1）人件費

　　 給料手当

　　 法定福利費

　　 通勤費

　　 人件費計

　（2）その他経費

　　 謝金　※2

　　 通信費

　　 荷造運賃

　　 旅費交通費

　　 消耗品費

　　 会場費

　　 家賃

　　 リース料

　　 支払手数料

200,000 300,000 △ 100,000

200,000 300,000 △ 100,000

0 95,000 △ 95,000

20,000 70,000 △ 50,000

20,000 165,000 △ 145,000

40,652,954 45,731,084 △ 5,078,130

1,648,000 0 1,648,000

3,054,901 2,392,713 662,188

45,355,855 48,123,797 △ 2,767,942

4,582,000 8,858,000 △ 4,276,000

538,045 3,474,138 △ 2,936,093

1,885,992 1,600,564 285,428

7,006,037 13,932,702 △ 6,926,665

1,407 1,034 373

36,000 85,000 △ 49,000

105,300 280,800 △ 175,500

0 1,500 △ 1,500

142,707 368,334 △ 224,127

52,724,599 62,889,833 △ 10,163,734

11,720,600 11,458,131 262,469

1,192,492 1,238,285 △ 45,793

472,921 497,562 △ 24,641

13,386,013 13,193,978 192,035

11,881,614 14,149,483 △ 2,267,869

1,170,222 429,158 741,064

1,327,109 1,894,016 △ 566,907

8,917,818 8,609,072 308,746

324,097 405,807 △ 81,710

506,443 330,196 176,247

1,304,000 1,296,000 8,000

419,077 411,072 8,005

696,821 162,542 534,279

科　目 当期分 前期分 差　異

　　 印刷費　※3

　　 減価償却費

　　 ライセンス料　※4

　　 外注費

　　 その他　※5

　　 その他経費計

    事業費計

【管理費】

　（1）人件費

　　 給料手当

　　 法定福利費

　　 通勤費

　　 人件費計

　（2）その他経費

　　 支払報酬　※6

　　 通信費

　　 荷造運賃

　　 水道光熱費

　　 旅費交通費

　　 消耗品費

　　 会場費

　　 家賃

　　 租税公課

　　 リース料

　　 支払手数料

　　 印刷費

　　 その他　※7

　　その他経費計

　管理費計

経常費用計

当期経常増減額

《Ⅲ経常外収益》

経常外収益計

《Ⅳ経常外費用》

　固定資産除去損

　寄付金　

経常外費用計

5,084,136 14,550,074 △ 9,465,938

817,128 0 817,128

1,493,370 1,513,945 △ 20,575

2,990,845 367,712 2,623,133

290,452 373,853 △ 83,401

37,223,132 44,492,930 △ 7,269,798

50,609,145 57,686,908 △ 7,077,763

3,526,556 3,470,556 56,000

1,125,918 1,128,802 △ 2,884

245,335 232,830 12,505

4,897,809 4,832,188 65,621

238,222 256,000 △ 17,778

237,540 260,976 △ 23,436

36,171 50,253 △ 14,082

128,768 129,967 △ 1,199

264,409 412,300 △ 147,891

109,950 67,268 42,682

111,660 111,120 540

1,304,000 1,296,000 8,000

97,421 332,776 △ 235,355

419,077 411,072 8,005

65,344 183,610 △ 118,266

18,520 3,550 14,970

242,599 281,626 △ 39,027

3,273,681 3,796,518 △ 522,837

8,171,490 8,628,706 △ 457,216

58,780,635 66,315,614 △ 7,534,979

△ 6,056,036 △ 3,425,781 △ 2,630,255

0 0 0

0 1 △ 1

0 20,000 △ 20,000

0 20,001 △ 20,001

当期正味財産増減額 △ 6,056,036 △ 3,445,782 △ 2,610,254

前期繰越正味財産額 68,637,679 72,083,461 △ 3,445,782

次期繰越正味財産額 62,581,643 68,637,679 △ 6,056,036

※１．ライオンズクラブ国際財団のライオンズクエスト交付金事業に関わる受取助成金です。
※２．ライオンズクエスト認定講師、ワークショップのアンケート集計に対する謝金です。
※３．教材、書籍、パンフレット、年次報告書、名刺等の印刷です。
※４．ライオンズクラブ国際財団に対するライオンズクエストプログラムのライセンス料です。
※５．会議費、修繕費、雑費が含まれます。
※６．会計監査報酬、労務諸手続報酬、総会講演会謝金です。
※７．会議費、保険料、諸会費、修繕費、雑費が含まれます。

活動計算書 （2019年1月1日から　2019年12月31日まで）

　ライフスキル教育事業には、
ワークショップの開催、セミナー
の開催、教材開発・改訂事業、
認定講師養成事業、評価事業
等が含まれます。  
　広報事業には、年報の発行、
ホームページの運営・管理が含
まれます。   
 

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日　2011年11月20日一部改正　
NPO法人会計基準協議会）によっています。　

1. 棚卸資産の評価基準及び評価方法 — 棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は最終仕入原価法によっています。
2. 固定資産の減価償却の方法 — 有形固定資産は法人税法の規定に基づいて定率法により直接償却を行っています。
3. 消費税等の会計処理 — 消費税等の会計処理は税込経理方式によっています。

2019年度決算報告 2

ライフスキル教育事業 広報事業計 事業費計
（1）人件費 

給料手当

法定福利費

通勤費

人件費計

（2）その他経費 

謝金  

通信費

荷造運賃

旅費交通費

消耗品費

会場費

家賃

リース料

支払手数料

印刷費

減価償却費

ライセンス料

外注費

その他

その他経費計

11,480,600 240,000 11,720,600

1,192,492 0 1,192,492

472,921 0 472,921

13,146,013 240,000 13,386,013

11,881,614 0 11,881,614

1,160,916 35,122 1,196,038

1,301,293 0 1,301,293

8,917,818 0 8,917,818

324,097 0 324,097

506,443 0 506,443

1,304,000 0 1,304,000

419,077 0 419,077

696,051 770 696,821

4,984,016 100,120 5,084,136

817,128 0 817,128

1,493,370 0 1,493,370

2,778,945 211,900 2,990,845

290,452 0 290,452

36,875,220 347,912 37,223,132

合計 50,021,233 587,912 50,609,145

科目 期首取得価額 増減 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額
什器備品

ソフトウェア

敷金

ライフスキル教育普及事業積立預金

621,890 △ 162,725 459,165 △ 459,162 3

0 8,171,280 8,171,280 △ 817,128 7,354,152

300,000 0 300,000 0 300,000

17,000,000 △ 7,000,000 10,000,000 0 10,000,000

合計 17,921,890 1,008,555 18,930,445 △ 1,276,290 17,654,155

②事業費の内訳

③固定資産の
　増減内訳

①重要な会計方針

監査報告書

財務諸表に対する注記
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2019年度事業計画 2019年度事業計画

地域・学校の課題・ニーズに
合わせた普及活動のすすめ

1

▲  

地域・学校のさまざまな教育の課題・ニーズに対す
る取り組みの一環としてライオンズクエストプログ
ラムを導入・実践していくことを提案し、そのための
支援を行っていきます。▲  

教員や青少年指導者を対象としたワークショップ
（研修会）では、対象地域・参加者の要望（課題・
ニーズ）を取り入れ、研修目的を明確にし、参加
者の目的意識・参加意欲を高め、受講後の実践に
つなげていきます。

新しいワークショップ（研修会）
開催形式の浸透

2

　2019年7月から新しいワークショップ開催形式
を導入しました。
　次年度も、この新しい開催形式を推進していきま
す。地域・学校の課題・ニーズを取り入れた研修内
容を含めて、開催地域の関係者へ浸透を図ってい
きます。

教材の開発・改訂と電子化3

▲  

2019年7月から導入された新しいライオンズクエス
トプログラムの「日本語版」教材の開発と電子化を
進めます。ワークショップの修了者は、より手軽に、
いつでも、お持ちの端末（PCやタブレット・スマー
トフォン）で教材を閲覧できるようになります。▲  

学校とは異なる子どもたちの「居場所」で活用でき
る使い易いライフスキル学習の教材を開発します。

認定講師の増員4

　ワークショップの開催時期が夏休み期間中に集
中することや開催形式の多様化（新しい形式の導入、
課題・ニーズに合わせた内容、対象の拡大）、認定
講師チームの世代交代も見据えて、認定講師の増員
を進めます。

学校外への
「ライフスキル教育」導入

5

　学校外の青少年活動の場（放課後活動、居場所
など）への普及活動を進めていきます。
　また、学校外でも活用できる資料集３巻を作成し
ます。

※上記の会員、並びに寄付者の法人名・個人名は、掲載をご承諾頂いた方のみ掲載しています。（敬称略、五十音順）

岡松 佐知子　北山 敏和☆　佐渡 涼子*☆　篠田 康人　柴 咲子

寺本 之人　　外川 澄子　　中村 千恵子　 原田 達明
（*=認定上級講師、 ☆=青少年育成支援フォーラム理事　五十音順）

講師プロフィール等は、Lions Questライフスキル教育プログラムの
ホームページに掲載しておりますので、ぜひご覧ください。
http://lionsquest-japan.org

理 事 長

理 事

名 誉 理 事

監 事

野村　彰男

中雄　政幸

栗田　收司

西田　浩子

佐渡　涼子

北山　敏和

足達　靖彦

馬渕　英晃　

守隨　武雄

藤本　厚子

山本　和夫

公益財団法人日本国際連合協会　理事

公益財団法人人権教育啓発推進センター　評議員

特定非営利活動法人 青少年育成支援フォーラム　ファウンダー（前事務局長、L.）

元日本ビクター株式会社取締役

公益財団法人かめのり財団　理事・事務局長

ライオンズクエスト認定上級講師

ライオンズクエスト認定講師

教育学/健康教育学講師

ライオンズクラブ国際協会335-C地区　名誉顧問・元地区ガバナー

学校法人明珠学園理事、京都翔英高等学校副校長

特定非営利活動法人　青少年育成支援フォーラム　事務局長兼務

ライオンズクエスト　カントリーディレクター

パナソニック株式会社　客員

元幼稚園教諭

東京ライオンズクラブ元会長　公認会計士

会員・寄付者・理事会・講師

2019年度会員 （2020年2月末日現在）

◯個人:49名
大島 賢三　島田 佳宣　田上 敬子　田川 薫　

谷 和実　塚本 平二　藤田 武司　松尾 信武　

満島 章　百田 勝彦　山田 礼子 

2019年度寄付者 （2020年2月末日現在）

◯法人・団体
トヨタエルアンドエフ東京株式会社

◯個人:5名

理事会 （2020年4月1日現在）

ライオンズクエスト認定講師　（2020年4月1日現在）

2020年度事業計画 会員・寄付者・理事会・講師

2020年度のライフスキル教育普及活動は、
以下の5点に注力します。

形式名称 日数 内容

基本編 1日 ライオンズクエストプログラムのワークショッ
プに初めて参加する人を対象とした、プロ
グラムを使用して授業を行うために必須の
研修

実践編 1日 「基本編」の修了者や従来のワークショッ
プ修了者を対象とした、プログラムの実践
をさらに深めるための研修

基本編+
実践編

2日 「基本編」と「実践編」を連続して開催する
研修（従来の2日間ワークショップと同等の
研修）

（L.=ライオンズメンバー）

（就任時期順、五十音順）

第3巻第2巻
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ライオンズクエスト

ライフスキル
教育普及事業

○普及活動
ワークショップ開催
プログラム導入・実施支援
セミナー開催
教材開発・改訂
評価事業
認定講師養成

教育行政
学校
教員

青少年活動指導者

子ども
青少年

ライオンズクラブ国際協会（LCI）
世界中に4万8千を超えるクラブ、140万人以上の会員を有する世界最大の奉仕団体で、200を超
える国・地域でメンバーは地域奉仕に取り組んでいます。ライオンズクラブの活動分野は、視力関係、
地域奉仕活動、環境、災害救援など、多岐にわたり、ライオンズクエストプログラムの普及を含む青
少年育成はその一つです。
○JIYDは、LQ実施団体として、ライオンズクラブによる普及活動をサポートするとともに、協同して普及
活動に取り組んでいます。

ライオンズクラブ国際財団（LCIF）
人類の奉仕に貢献することを目的に、LCI により設立されました。2002 年
にライオンズクエストプログラムの著作権を取得し、同財団の青少年健全育
成プログラムとして、世界各国のライオンズクラブによる普及活動を支援して
います。
○JIYDは、2003年以降、LCIFより日本におけるライ
オンズクエスト実施団体として指定されています。

International Youth Foundation
（IYF、国際青少年育成財団）

ライオンズクエストプログラムを開発したリック・リトルにより1990 年に創設され
ました。青少年の置かれている状況と将来展望を改善すべく、世界各地の団体
とパートナーシップ関係を結び、各地の青少年のニーズに合致した事業を見出し、
広めています。
○JIYDは、1997年にIYFの日本事務局（IYF-Japan）として設置され、2002
年にNPO法人化して以降、現在もGlobal Partner Networkのメンバーです。

企業・団体・個人
JIYD の事務局運営や「ライフスキル教育」普及事業に対して、
ご支援をいただいています。

VISION
すべての青少年が、
右記にあげる「5つの
財産」をもって成長
していくことのできる
社会を目指します。

MIS SION より多くの青少年に、よりよく
役 立つプログラムの拡大・強
化・普及を効率的に進め、青少
年の健全育成に寄与する。

JIYD
特定非営利活動法人
青少年育成支援フォーラム

無条件に受け入れる大人が一人でもいる

眠り、遊び、学び、「居る」ことのできる
安全で安心できる場所

心身ともに健康な生活習慣

人のためになることをする機会

社会人として自立できる技能、
知識、価値観を身につける機会

1

2
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公益財団法人　日本財団
日本財団の「子どもの貧困対策プロジェクト」で設置される

「第三の居場所」へのライフスキル教育プログラムの導入に
協力して取り組んでいます（2017 年度以降）。またライフスキ
ル教育普及活動の基盤整備の為、ワークショップ（研修会）
講師の養成や電子教材配信システム構築に対しご支援をい
ただいています（2019 年度）。

JIYDのネットワークと活動

皆様のご理解・ご支援をいただきながら、事業パートナーと
協同して、「ライフスキル教育」の普及に取り組んでいます。


